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グループの経営戦略＝ESGを軸に置いた経営

経営資源（キャッシュ・人財）を配分

変革を実現しうる企業体質

中核事業
資源・エネルギー・環境，社会基盤，産業

システム・汎用機械分野

デジタル基盤の高度化

成長事業
航空エンジン・ロケット分野

育成事業
クリーンエネルギー分野

事業

変革

脱炭素
産業界のカーボン

ニュートラルの実現

レジリエンス
気候変動に強い地球

エコシステムの実現

エコシステム
産業エコシステムの

構築・向上

安全保障
経済・国家・エネルギーの

安全保障

取り組む社会課題

バリューチェーン全体の

構築や価値向上

ライフサイクルを通じ

た価値提供
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変革人財の育成・獲得

IHIグループのESG経営と「グループ経営方針2023」

「グループ経営方針2023」の要点

IHIグループは事業活動を通じて，社会課題の解決を果たし持続可能な社会を実現する

ステークホルダーからの信頼獲得

人権の尊重 多様な人財の活躍

気候変動への緩和と適応

技術 叡智



Copyright © 2023 IHI Corporation All Rights Reserved. 3

2MW:2027

IHIグループのトランジションの考え方

• トランジション・プロジェクトはゴールへ長い時間を

要し、かつ線形な取り組みとは必ずしもならない

✓ よりよい革新的技術の出現

✓ 環境負荷低減製品導入のため、一時的

なGHG排出量増

• 取り組みの中で得られた技術やノウハウを活用、

転用しながら、ゴールへ向かう

脱炭素社会

エクイティ、クレジット双方でリスクマネーを含めた多
様なファイナンス支援の必要性

カーボンニュートラル

時間

例）得られた技術の転用

例）ノウハウの活用

弊社のトランジションの考え方

例）環境負荷低減製品導入の
ため、一時的なGHG排出量増

開示すべきデータ指標や考え方の整備
（GHG排出量データ等）

官公庁等

評価機関

投資家等によるトランジション・ファイナンスを通じた支援が、弊社の取り組みへの社会全体での信頼

感醸成にもつながり、結果として、トランジションの取り組みのリスク低減にもつながると思料

投資家

金融機関

ステークホルダー

脱炭素促進
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IHIグループのトランジション戦略－アンモニア社会実装のためのアクション

• 「火力発電所のゼロエミッション化」のゴールに向けて、世界をリ

ードするアンモニア燃焼技術を活用したガスタービン等発電機

器や、トップクラスの実績を誇る貯蔵・受入基地などを起点とした

バリューチェーン全体の構築・価値向上に取り組む

• 燃料製造プロジェクト投資も視野に入れるとともに、当社のエンジ
ニアリング能力を活用し、新たなビジネスモデルを構築

燃料製造プロジェクトへの 
投資に参画

アンモニア製造

天然ガス CCS/EO
R

水電解装
置

アンモニア 

合成

産業プロセスから

CO 2 回収

出荷
ターミナル

海上輸
送

アンモニア認証プ

ラットフォーム 発電利用

産業利用

舶用利用

都市ガス・産業利用

SAF・化学 

品利用

ボイラ

パッケージ

ボイラ

舶用エンジン

発電用 

エンジン

ＧＴ

再生可能 

エネルギー

貯蔵・輸送

安全運用のための規格基準整備

メタン合成・合成燃料等製造

アンモニア受入タンク，浮体式貯蔵・再ガス化設備開発

利活用

受入
ターミナル

ブルー
アンモニア

グリーン ア
ンモニア

NH 3 NH 3 NH 3

NH 3

アンモニア専焼GTの開発に成功。
本技術の大型GTへの適用を共同開発

44

世界各地の火力におけるアンモニア燃焼の実証



Copyright © 2023 IHI Corporation All Rights Reserved.

IHIグループのトランジション戦略とファイナンスー資金使途
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資金使途カテゴリー プロジェクト（例）

1

成長事業
（航空エンジン・
ロケット分野）

航空機の軽量化，
航空機エンジンの電動化※

・ガスタービンの高性能化，次世代エンジンの開発等
（使途：研究開発資金，事業開発資金，設備投資資金，運営費用，改修
費用，出資費用）

SAF※
・SAF合成触媒，藻類培養システムの開発等
（使途：研究開発資金，事業開発資金，設備投資資金，運営費用，改修
費用，出資費用）

2
育成事業

（クリーンエネルギー分野）

アンモニアバリューチェーンの構築

＜製造＞
・グリーンアンモニア製造プロジェクトの出資，アンモニア合成システムの投資等
＜貯蔵・輸送＞
・アンモニアタンクの開発，大型受入拠点への出資等
＜利活用＞
・アンモニア専焼燃のガスタービンの実証，商用化等
（使途：研究開発資金，事業開発資金，設備投資資金，運営費用，改修
費用，出資費用）

カーボンリサイクルの実現

・CCUS，メタン合成，合成燃料等製造に向けた実証，商用化等
・熱帯泥炭地の保護，管理プロジェクトへの出資（NeXT FOREST等）
（使途：研究開発資金，事業開発資金，設備投資資金，運営費用，改修
費用，出資費用）

3
中核事業

（既存技術の活用）

自動車等の電動化※
・電動ターボチャージャーの開発等
（使途：研究開発資金，事業開発資金，設備投資資金，運営費用，改修
費用，出資費用）

その他 ・小型モジュール炉技術（SMR）への出資費用等

4
事業活動におけるCO₂排出削減

（Scope1，2）※
・事業所の熱源設備の燃料転換，電化の推進，省エネ設備の更新等
（使途：設備投資資金，運営費用，改修費用）

※グリーンプロジェクトとして認識しているプロジェクト

新中期経営計画「グループ経営方針2023」にあわせて、サステナブル・ファイナンス・フレームワーク

(9/26 JCRからSPO公表）を改訂。充当事業も同計画と整合。

弊社のトランジション戦略としてフォーカス 取り組みを進めながら環境に応じて変化・変容
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◼ トランジション戦略と科学的根拠のある目標 ■2050年CNに向けたロードマップと各ロードマップの対応

経済産業省 電力分野ロードマップ
の「アンモニア混焼・専焼」 「CCUS」 
「バイオマス混焼」等と整合

経済産業省 化学分野ロード
マップの「CO2からオレフィン
等の炭化水素生産」等と整合

経済産業省 ガス分野
ロードマップの「合成メ
タン」と整合

国土交通省 国際海
運ロードマップの「水
素・アンモニア」と整合

国土交通省 航空分野に係る
工程表やIATAの2050年に
向けた取組と整合

参考
IHIグループのトランジション戦略とトランジション・ボンド（2022年6月起債時）

参考

✓ 当社のトランジション戦略は電力、ガス、化学、海運、航空、自動車分野ロードマップとも整合



IHIグループのトランジション戦略とファイナンス
戦略実現のため経営基盤づくりーパートナーとしての投資家、ステークホルダーへの訴求

Copyright ©2023 IHI Corporation All Rights Reserved.
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• 本日サステナブル・ファイナンス・フレームワークを改訂（JCRよりSPO取得）ファイナンス手法の拡充を実施
• 「統合報告書」、「Sustainability Databook」とともに、本フレームワークとSPOは、当社を理解をいただくコミュ
ニケーションツールと位置づけて作成

これまでのフレームワーク 新フレームワーク

資
金
使
途

特定

非特定
（リンク）

トランジション

グリーン

ボンド ローン ボンド ローン

グリーンローン原則への
適合性評価を追加

リンク原則（ボンド、ローン）への適
合性評価を追加

トランジションローンの活用リンクボンド、ローンの活用
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種類
第49回・第50回無担保社債
（トランジションボンド）
※経産省のモデル事例に選定

年限・発行額
5年 110億円
10年 90億円

参考
トランジション・ボンド概要（2022年6月起債）

Structuring 
Agent

みずほ証券

主幹事 みずほ証券，野村證券

第三者評価
機関

日本格付研究所（JCR）

債券格付 R&I：A- ／ JCR：A- 取得

分野 内容 主なプロジェクト（例）

電動化
ゼロエミッション
モビリティへの取
組み

• 航空機エンジン電動化システム開発
• 燃料電池システム向け電動ターボ
チャージャー 等

カーボン
ソリューション

アンモニア
バリューチェーン
の構築

• 石炭ボイラにおけるアンモニア混焼
技術開発

• ガスタービンにおけるアンモニア専
焼技術開発 等

カーボンリサイク
ルの実現

• CCUS技術開発・実証
• CO2再資源化によるオレフィン製造
技術開発 等

小型モジュール
炉

• 小型モジュール炉技術の国際連携
による実証等

保全防災減災
統合的社会
ソリューション

データ連携に基
づく地域ソリュー
ション構築

• 熱帯泥炭地コンサルティング等

事業活動にお
けるCO2排出削
減（Scope1，2）

事業活動におけ
るCO2排出削減

• 事業所における燃料転換、電化推進、
省エネ設備への更新、再エネ導入等

第三者評価

• IHIは、2021年11月、バリューチェーン全体で2050年カーボンニュー

トラルの実現を長期目標として掲げており、Scope1,2及びScope3

（資源・エネルギー・環境事業領域）の削減に関する

中期目標も公表済み。本フレームワークの資金使途は、これら

の中長期的なバリューチェーン全体におけるCO2削減に資する

ものと評価。

• IHIの移行戦略は、TCFD提言に沿ったシナリオ分析の結果に

基づいて策定されており、同グループのビジネスモデル移行に

重要な戦略であると評価。また、移行戦略の実効性を担保する

ためのガバナンス体制が構築されていることを確認。

• また、移行戦略及び資金使途がトランジションファイナンスに

関する電力、ガス、化学分野の技術ロードマップや、航空、海運

分野のロードマップ等とも整合していることを確認。

• 2020年度から3か年での投資額約3,800億円のうち、3割以上を

水素・アンモニア関連技術や電動化技術等の成長事業の創出に

充当する計画であることを確認。

主な資金使途候補（※）

参考

※前フレームワーク（トランジション・ボンド・フレームワーク）での記載



サステナブルファイナンスの活用事例
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社債

実施時期

2022年6月 トランジション・ボンド

長期借入

実施時期

2022年12月 三井住友銀行 ポジティブ・インパクト・ファイナンス

2023年2月 三井住友信託銀行 ポジティブ・インパクト・ファイナンス

2023年3月 静岡銀行 ポジティブ・インパクト・ファイナンス

2023年5月 みずほ銀行 Mizuho人的資本経営評価ファイナンス

2023年8月 三井住友信託銀行 ポジティブ・インパクト・ファイナンス

2023年9月 三井住友銀行 人的資本経営推進分析融資

コミットメントライン

実施時期

2023年3月 みずほ銀行 Mizuho Eco Finance
9
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